
12月17日、水戸地方法務局から「関東地方更生保護
委員会委員長表彰」を受けた東海保護司の会の河野
健一さん（東海）と西野晉哉さん（村松）、「茨城県知事
感謝状」を受けた同会の鈴木曻さん（照沼）が、村長へ
報告に訪れました。更生保護活動において長年にわ
たる社会貢献や顕著な功績が評価され、今回の受賞
に至りました。受賞を受け、「コロナ禍においてもで
きる範囲の活動を地道に続け、明るい社会づくりの
ためにこれからも尽力していきたい」と話しました。

安全･安心な社会づくりを目指して
「関東地方更生保護委員会委員長表彰」「茨城県知事感謝状」

【写真左から】永山さん、藤原さん、山田村長

12月17日、第16回「全国中学生空手道選抜大会茨城
県予選会」の２年生男子個人組手の部で優勝し、今
年３月に京都府で開催される全国大会への出場を決
めた永山元大さん（大山台）と「全国中学生空手道選
手権大会」で第３位に入賞した藤原聖さん（須和間）
が、村長へ報告に訪れました。「厳しい組み合わせ
が続いたが、稽古の成果が出せた」と話してくれた
二人。村長からは「しっかりと稽古を積み、一つで
も上を目指してほしい」とエールが送られました。

日々の稽古で身に付けた実力を発揮
「全国中学生空手道選抜大会茨城県予選会」「全国中学生空手道選手権大会」

【写真左から】黒羽根史朗さん（東海保護司の会会長）、西野
さん、鈴木さん、河野さん、山田村長
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12月14日、役場で、性的マイノリティ（少数者）に関
する基礎知識を学ぶとともに、当事者への理解を深
めることを目的に「性的マイノリティ研修会」を開催し
ました。研修では、「ダイバーシティ」（多様な人材を
認め、活用すること）や「社会人として知っておくべき

『性的マイノリティ』とは」をテーマに、グループワー
クを通じて考えを深めたほか、「性的マイノリティ当
事者が安心して働き活躍できる組織を作るためには」
と題し、さまざまな事例を基にその解決策を探るな
ど、真剣に取り組む職員たちの姿が見られました。

多様な人材が活躍できる職場環境へ
職員を対象に「性的マイノリティ研修会」を実施

11月28日、村松地区で、ＮＰＯ法人「真
ま さ ご や ま

砂山ＦＵＮクラブ」
が「10キロウオーク」を開催しました。同団体は、‟地域
の財産である歴史や自然、科学に根差した魅力と夢が
連なる村松地区”を目指すために、令和３年５月に設立。
今回の10キロウオークは、村松地区の魅力を再発見す
る「ロゲイニング大会」（指定されたポイントを回り、い
かに多く得点を獲得するかを競うもの）の開催に向けて、
コース確認現地踏査として行われました。「歩くことを
通して多くの方に村松地区の魅力を再発見してほしい」
と話す井坂文明理事長。これからの活動に注目です。

村松地区の魅力を多くの方に広めるために
ＮＰＯ法人「真砂山ＦＵＮクラブ」が現地踏査を実施

①集合写真を撮影し、
いざスタート ②親子で
の参加も ③地元のテレ
ビ番組の取材で、俳優
の賀集利樹さんが訪れ
てくれました
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11月27日･28日と12月４日、歴史と未来の交
流館交流広場で「東海やったん祭」が開催され
ました。今年の東海やったん祭は、これまでの
新型コロナウイルス感染症への対策を講じつ
つ、開催日を３日間に分散して開催。会場に見
合った参加団体数を考慮し、全13団体のうち、
一日当たり４団体程度の催しをスタンプラリー
形式で実施しました。当日は多くの子どもたち
やその家族が訪れ、各ブースを回りながら、さ
まざまな体験活動を楽しむ姿が見られ、子ども
たちの笑顔があふれる３日間となりました。

年に一度の、子どもたちのためのお祭り♪
第38回「東 海 や っ た ん 祭」

今年の「東海やったん祭」は、 開催方法
を昨年より大幅に変更し実施しましたが、
１日目に401人、 ２日目に587人、 3日目

に219人と、 連日たくさんの
方にご来場いただきました。
３日間とも天気にも恵まれ、
大盛況で幕を閉じました。




